
 

鎌倉広町の森市民の会 

(以下、市民の会)には、 

自然環境保全に関する課題を 

話し合う環境保全委員会があります。 

5 つの会(自然観察の会、森の会、散策路の

会、畑の会、田んぼの会)から 1～2名選出

し、市民の会の理事、事務局で構成されてい

ます。 

 

環境保全委員会では、動植物の生息・生育環

境を守るための保全管理計画を作るために、

保全管理計画策定協議会を立ち上げることに

しました。 

保全管理計画という道しるべ 

鎌倉広町緑地の自然を協力して守り続ける

ために、保全管理計画には、これらを整理

し、保全を未来へつなぐ道筋を考えます。 

 

• どのような自然を目指すのか 

• 自然の変化をどのように調べ 

• 記録するか 

• その結果をどう評価するのか 

• どのような管理を行うのか 
 

保全管理計画策定協議会 

私たちは保全管理計画の策定に向けて、調査

や話し合いを進めています。計画づくりにあ

たっては、鎌倉市と連携しながら、専門家や

長年広町の保全活動に関わってきた方々とも

共同で取り組んでいます。 

この「保全管理計画策定協議会だより」では、協議会がどのような活動をしているかについて、 
少しずつお伝えしていきます。どうぞお楽しみに!  
このような市民の会の活動を応援してくださる方は、 
市民の会の会員になる、もしくは寄付（QRコードよりアクセスできます）による応援もお待ちしています。 

 

シンカブ
ル QR コ

ード 

「都市林」として保全された広町の森 

鎌倉広町緑地は都市林という都市公園です。

都市林とは、動植物の生息・生育環境を守る

ことを主な目的とした都市公園です。 

 

鎌倉広町緑地は、「フクロウなどが棲む緑地

としてのまとまりと安定した生態系」を将来

にわたって守り続けることを目指していま

す。 
 

保全管理計画策定協議会だより 

 

K a m a k u r a  h i r o m a c h i 

J u n e - 3 0 - 2 0 2 6   V o l  1 . 


